
 

 

 

 

 

子どもたちの声を学校づくりに活かすには 

冷え込みが厳しい２月中旬のある日、３年生の女の子２人が校長室を訪れ、「学童への通路

になっているコンクリートの場所に水をまいて、スケートリンクにしたい」と、自分たちの願

いを伝えてくれました。安全面の理由から、今回は許可を出すことはできませんでしたが、み

んなが楽しめる学校にしたいという思いから、校長室へ直談判に来たその姿は、まさに「自

ら」学校生活を創ろうとする姿であり、大変頼もしく感じました。 

先日の児童会選挙では、令和８年度の児童会長に決まった畑山花音さんが、「『挑戦にまち

がいはない！』を合言葉に、保育園から中学生までが参加できるイベントを実現し、ワクワク

する学校を目指したい」と力強く語ってくれました。また、副児童会長の中島梨乃さんは、

「『みんなと一緒にニコニコ笑顔！』の実現に向けて、意見ボックスを作ったり、ニコニコが

いっぱいの集会を開いたりしたい」と、ユーモアを交えながら意欲を伝えてくれました。 

二人の話を聞きながら、来年度の学校づくりのキーワードは「ワクワク」と「ニコニコ」に

なるのではないかと感じていました。そんな折、５年生から提出された「私がつくりたい学

校」というワークシートの中に、「先生や生徒に『どんなことをしてみたいか』アンケートを

とってみてはどうか」という提案がありました。そこで、急ではありましたが、校長講話の時

間を使って全校児童にアンケートへの協力をお願いしました。 

今回は、その結果を AI で整理しましたので、紹介します。 

「川岸小らしさ」や「理想の川岸小」について みんなで考えてみよう アンケート結果 

1 来年度も大切にしたい「川岸小らしさ・オリジナリティ」 

児童たちが考える「川岸小らしさ」として、以下の要素が多く挙げられました。 

•明るく元気な雰囲気と挨拶：「元気なあいさつ」や「明るさ」が多くの回答に見られ、学校全体

の活気が特徴として認識されています。 

•優しさと助け合い：「困っている人がいたら駆け寄って助け合うこと」や「思いやり」を大切に
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する姿勢が挙げられています。 

•学年を超えた仲の良さ：「学年関係なく仲がいい」ことや、「違うクラスの子でもみんなでなか

よく遊んでいる」といった交流の深さが誇りとなっています。 

•個性の尊重：「自分の個性を生かす」ことや、「一人一人の個性を馬鹿にせずに尊重する」とい

った、多様性を認める文化が根付いています。 

•独自の伝統・環境:：「川岸まつり」などのイベントや、前校長が提唱した「川岸小プライド」、

そして「お蚕様を飼う」といった伝統、豊かな自然も川岸小らしさの一部です。 

2 もっといい学校にするための「挑戦・変えたいこと」 

ワクワクやニコニコを増やすための具体的な提案として、以下の意見が目立ちました。 

•イベントの充実と交流の増加：特に「川岸まつりの復活」を望む声が多く、全校で楽しめるゲーム

大会やレクリエーション、他学年との交流機会を増やすことが求められています。 

•休み時間の延長：「休み時間を増やす」という意見が非常に多く、もっと遊びたい、交流したい

という意欲が伺えます。 

•いじめや喧嘩のない環境づくり：「暴言暴力いじめをなくす」ことや、「ふわふわ言葉（優しい

言葉）」を増やすことで、誰もが安心して過ごせる学校にしたいという強い願いがあります。 

•主体的な挑戦：「挑戦して失敗してもみんなが『大丈夫だよ』と声をかけ合える」雰囲気づくり

や、自分のやりたいことを実行できる機会を求めています。 

•学習環境の改善：タブレット（PC）をもっと活用することや、勉強を楽しく進める工夫について

の提案もありました。 

3 みんなが描く「理想の川岸小」 

自由記述から見える理想の姿は、「毎日楽しく、明日も来たいと思える学校」です。 

•笑顔があふれる場所：「全校みんなが笑顔でいられる」こと、不登校の人がいなくなり、誰もが

メリットを感じて登校できる学校が理想とされています。 

•お互いを大切にする関係：「誰かが悲しんでいるときすぐかけつけて元気付けられる」ような、

優しさにあふれた関係性が望まれています。 

•新しい「川岸学園」への期待：保育園・小学校・中学校が一緒になることに触れ、「中学生や保育

園の子とふれあえる」新しい形での賑やかさを楽しみにしている意見もありました。 

•ユニークなアイデア：中には「給食をバイキング形式にする」「大きな滑り台をつくる」「学校に

お泊まりしたい」といった、子供らしいワクワクする夢も多く語られています。 

このアンケート結果からは、児童たちが現在の川岸小の「優しさ」や「仲の良さ」を愛しつつ、さら

に「みんなで楽しめるイベント」や「安心して挑戦できる環境」を作っていきたいという前向きな姿

勢が伝わってきます。 

 

 現在、５年生と校長による「学校の未来を考えるランチミーティング」を開催しています。４

～５名の子どもたちと一緒に給食を囲みながら、学校をどんな場所にしていきたいか、思いや

考えを語り合っています。子どもたちからは、大人がはっとさせられるような学校づくりの大

切なヒントをもらっています。 

これからも、子どもたちの声を大切にしながら、理想の学校づくりに一緒にチャレンジして

いきたいと考えています。 

 

２日（月） 特別支援学級校外学習 １６日（月） 三学期終業式 

５日（木） 新児童会① 
１７日（火） 

卒業証書授与式 

６日（金） ６年生を送る会 離任式 

９日（月） 年度末清掃（～17日） １８日（水） 学年末・年度初め休業(～4月 5日) 

１１日（水） 
川岸保育園との交流(1年) ２３日（月） ＰＴＡ会計監査 

地区子ども会④・集団下校 ２６日（木） 新年度準備(新 6年生登校) 

主 な 行 事 予 定 




